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カ
ー
ド
取
得
者
に
買
物
等
割
引
チ

ケ
ッ
ト
を
追
加
配
布
す
る
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
程
度
ま
で
普
及

率
が
伸
び
る
と
想
定
し
て
い
る
か
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
本
人
確
認
が
で
き
、
今
後
の

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基
盤
と
し
て
不
可
欠
な

も
の
で
、
国
に
お
い
て
普
及
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
令
和
３
年
１
月
か
ら
６
月
ま

で
を
普
及
促
進
強
化
期
間
と
し
て
カ
ー
ド

取
得
者
１
人
当
た
り
７
，５
０
０
円
分
の

お
お
ず
買
物
等
割
引
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布

し
、
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
店
舗

や
事
業
所
へ
の
支
援
拡
充
事
業
と
連
携
す

る
こ
と
で
交
付
枚
数
３
万
枚
、
交
付
率

70
％
を
目
標
に
普
及
促
進
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　

肱
川
の
完
成
堤
防
に
よ
っ
て
水
位
が

従
来
の
洪
水
時
よ
り
上
が
る
こ
と
で

矢
落
川
の
水
位
も
上
が
り
堤
防
漏
水
や
決

壊
の
お
そ
れ
が
高
ま
る
の
で
は
と
心
配
し

て
い
る
。
完
了
後
に
平
成
30
年
７
月
と
同

規
模
の
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
、
水
位
は

ど
う
な
る
見
込
み
か
。

　
　

現
在
、
肱
川
緊
急
治
水
対
策
で
堤
防

整
備
が
進
め
ら
れ
、
対
策
中
期
の
令

和
５
年
度
頃
に
は
暫
定
堤
防
の
か
さ
上
げ

を
含
む
堤
防
整
備
が
完
了
し
、
平
成
30
年

７
月
洪
水
を
越
水
さ
せ
ず
に
流
下
で
き
る

状
況
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
対
策
後
期
の

令
和
10
年
度
頃
ま
で
に
は
河
道
掘
削
や
山

鳥
坂
ダ
ム
の
完
成
で
平
成
30
年
７
月
洪
水

を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
よ
う
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

矢
落
川
の
堤
防
は
、
肱
川
の
背
水
を
考

慮
し
た
バ
ッ
ク
堤
と
し
て
築
堤
さ
れ
、
東

大
洲
の
暫
定
堤
防
及
び
Ｊ
Ｒ
橋
付
近
を
除

き
既
に
堤
防
整
備
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
肱
川
本
川
及
び
東
大
洲
の
暫

定
堤
防
等
の
築
堤
事
業
が
完
成
す
る
と
、

肱
川
本
川
の
洪
水
時
の
水
位
は
高
く
な
り

矢
落
川
も
肱
川
か
ら
の
背
水
の
影
響
が
生

じ
ま
す
。

　

平
成
30
年
７
月
と
同
規
模
の
洪
水
が
発

生
し
た
場
合
の
矢
落
川
の
水
位
は
、
雨
の

降
り
方
や
ダ
ム
の
操
作
規
則
に
も
よ
り
ま

す
が
、
一
定
の
上
昇
は
見
込
ま
れ
ま
す
が

堤
防
か
ら
あ
ふ
れ
る
こ
と
な
く
洪
水
が
流

れ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
　

新
谷
地
区
で
取
り
組
ん
で
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
も
防
災

力
向
上
の
一
つ
の
ツ
ー
ル
だ
が
、
他
の
地

域
へ
も
広
げ
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、

肱
川
流
域
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
効
果
を

上
げ
る
た
め
、
避
難
の
準
備
や
行
動
の
開

始
、
あ
る
い
は
住
民
へ
の
注
意
喚
起
や
避

難
所
の
開
設
な
ど
、
地
区
が
実
施
す
る
こ

と
や
市
と
調
整
、
共
有
す
る
こ
と
を
取
り

ま
と
め
た
計
画
で
す
。

　

計
画
策
定
で
は
、
自
主
防
災
組
織
、
区

長
、
民
生
児
童
委
員
、
消
防
団
な
ど
多
数

の
皆
様
で
、
地
域
で
起
こ
り
得
る
災
害
を

認
識
し
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
危
機
感

を
共
有
し
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
自
分
た
ち
の
命
は
自
分
た
ち
で
守
る

た
め
に
地
域
で
で
き
る
こ
と
を
検
討
す
る

の
が
一
番
の
目
的
で
す
。

　

ま
た
、
検
討
し
た
内
容
を
基
に
想
定
し

た
災
害
が
進
行
し
て
い
く
段
階
ご
と
に
、

個
人
を
は
じ
め
自
主
防
災
組
織
、
消
防
団

や
民
生
児
童
委
員
な
ど
、
誰
が
ど
の
よ
う

な
行
動
を
す
る
の
か
取
り
ま
と
め
た
計
画

表
や
情
報
伝
達
系
統
図
な
ど
が
作
成
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
地
域

で
行
う
べ
き
行
動
を
整
理
し
共
有
す
る
こ

と
が
早
め
の
行
動
に
つ
な
が
り
、
地
域
住

民
は
も
と
よ
り
消
防
団
な
ど
の
現
場
対
応

者
の
待
避
、
危
険
回
避
も
期
待
さ
れ
、
地

域
防
災
力
の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

大
洲
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
策
定
済
み

の
肱
川
流
域
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
及
び
大
洲
市

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
、
さ
ら
に
マ
イ
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
よ
り
確
実
な

避
難
行
動
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
事
業
に
つ
い
て

問答

矢
落
川
治
水
・
新
谷
地
区
内
水
対
策
に
つ
い
て

問答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
策
定

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問答

一
括
質
問
方
式

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
事
業

②
矢
落
川
治
水
・
新
谷
地
区
内
水
対
策

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
策
定
の
取
り
組
み
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